


憲法第 51 条では「両議院の議員は、 議院で行った演説、討論又は

表決について、院外で責任を問はれない」とされています。しかし、

だからといって、誤った報道に安易に依拠した名誉毀損など、国会議

員による不当な人権侵害は許されるべきではありません。

この観点で、森ゆうこ参議院議員に対し、以下の理由から除名など

の懲罰を検討いただくことを求めます。

森ゆうこ議員は、 NHKが中継する 10 月 15 日の参議院予算委員

会で、原英史・国家戦略特区ワ ー キンググルー プ座長代理が不正行為

を行ったかのような発言を繰り返したうえ、「国家公務員だったら、

あっせん利得、 収賄で刑罰を受ける（行為をした）」すなわち「原氏

が財産上の利益を得た」との事実無根の誹謗中傷を行いました。

森ゆうこ議員は、 発言の根拠として、 6 月 11 日付の毎日新聞 1 面

記事をパ ネルにして提示、配布しました。 パ ネルにされた記事には、

原氏の顔写真も掲載してありました。

しかし、 この記事が虚偽報道であることは原氏が根拠を挙げて繰

り返し説明しています。 同氏は毎日新聞社に対して名誉毀損訴訟を

提起しており、訴訟の中で同社は「原氏が金銭を受け取ったとは報じ

ていない」と弁明していることも明らかにされています。






